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はじめに

インドネシアは日本の 5倍以上もの広大な

領域にそれぞれ文化や言語を異にする300以上

もの人種が共存する多民族国家である。そのた

め，いかにして国民を統合し，また叫意人を超

える住民の一人一人に開発の意義を周知徹底さ

せ，そこへ向けて動員していくかは非常に困難

な課題である。インドネシアは現在，深刻な経

済危機とスハルト政権崩壊という事態に直面し

ているが，ここに至るまでの30年間は飛躍的な

経済成長をとげつつあると言われてきた。この

過程でr．記の課題を何とか克服するために，当
局はきめ細かなさまざまな方策を展開してきた。

本稿はスハルト時代為政者の側から住民へ情

報を伝達し，かつ彼らを動員するために考案さ

れたメカニズムのうち「クロンプンチャピル」

とよばれる組織の活動を取り上げる。「クロン

プンチャピル」は，インドネシア語でのフルネ

ームを KclompokPendengar, Pembaca dan 

『アジア経済』 XXXIX-9(1998.9) 

Pemirsaといい，直訳すれば「聴取者・読

者・視聴者グループ」というような意味である。

これは政府主導で村落の住民向けのテレビ・ラ

ジオ番組，あるいは新聞・雑誌をつくり，その

視聴者や読者グループを組織し，彼らを中核と

して討論会を開いて検討させ，住民の啓蒙活動

を展開しようという試みである。 3つのマスメ

ディアを総合的に活用したインドネシア独特の

制度で，現在他の開発途上国からも注目を集め

ている。

住民を把握し，動員するという課題は，まず

もって村落社会に対する強力な統制力なくして

は実行不可能である。したがって，本稿は第 I

節でまず，新体制下において進められた国家に

よる村落再編の試みを紹介し．新しい村落組織

のもとでどのように国家か村落社会を統制し，

住民にその意図するところを周知徹底させてい

こうとしているのかを概観する。そして第II節

でふその一環として，村洛への情報供給0)た

めの諸政策が政府によってどのような意図と経

緯のもとに立案，施行されたのかを概観したの

ち，それらのメディアを活用してクロンプンチ

ャビルが組織された背景をみる。しかるのちに

第III節において，クロンプンチャピルが村落社

会で具体的にどのようにつくられ，機能してい

るのかを，ジャワのある村落における調育の成
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Ⅰ新体制下の国家と村落
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果をもとに分析する。最後に「おわりに」で， の新たな法令を公布した伍 l。

このような政府による情報政策がかかえている 独立後スカルノ政権下で，このような統制は

問題点をいくつか指摘し，今後の研究において いったん弱められたが，スハルト大統領の新体

必要な調査内容や視点を提示した。 制になってから再度強まり，最終的には， 1979

I 新体制下の国家と村落

1. 村落統治に関する法令 (1979年）

現在インドネシアでは，最末端の行政単位は

村落部においてはデサ (desa)，都市部におい

てはクルラハン (kelurahan) と総称されてい

る。デサというのはもともと，中東部ジャワで

のみ使われていた名称で，本来自然発生的にで

きた住民の集落から成る共同体を指すものであ

る。他の地域ではこの種の村落共同体を指すも

のとして，それぞれに異なる呼称が使われてお

り，その地域の慣習（アダット）に基づいてつ

くられた独自の村落運営や指導体制をもってい

た。

しかし，本来自立的な性格をもっていた自然

村に対する国家のt：渉は，オランダ統治時代か

ら絶えずみられた。とりわけ，付落の支配構造

を画ー化するとともに、ある程度国家の統制を

加えて把握しようという試みは長い年月をかけ

て進められてきた。このような「国家」による

共同体への介入は，その時々の政権の性格や，

政権が目指す政策目標に応じて，強化されたり

緩んだりしながら進んできたのである。歴史上

それがもっとも強化されたのは， 1942年から45

年までの日本統治時代であっfこ村落社会から

食糧と労働力を大貼に徴発することを璽要な課

題としていた日本軍当局は，村落部に対する直

接的な支配力の行使を目指し，干渉と統制に法

的根拠を与えるために「区長選挙罷免令」など
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年に制定された法令第5号「村落統治法」困2)

によって頂点に達した。この法令の骨子は，慣

皆（、アダット）による統治を否定しり｝ l), 地方

によってかなりバラエティーに富んでいた村落

行政を全国いっせいに画ー的なものにするとと

もに，国家機構の一部として取り込んできめ細

やかな統制のもとにおこうというものであった。

1979年「村落統治法」によって行政村を指す

名称はジャワ式の「デサ」に統一し，その長を

―クハラ・デサ」（略してカテス Kadcs) と呼ぶ

とともに，デサの行政機構も統一士した。本稿で

は―テサーを「村」と訳し，「クハラ・デサ」

は付長と訳す（注4)。

以前は村役人の名称も人数も各地方によって
ブパティ

さまざまであった（注 5)が，県知事 (bupati)の

任命による書記と，祁真 (camat)の任命によ

る各部門（総務，行政，財政，社会，経済・開

発）ごとの主任，さらにドゥスン (dusun:部

洛）と呼はれる，村のもうひとつ下の集落単位

の長（略してカドゥス〔Kadus])だけに限られ

た。これらの役人の他に，軍の下士官が村落育

成卜^士官 (Bintara Pembina Desa,略して

Babinsa) として村内に駐屯し，村の行政に大

きな発言権をもつようになった 同じく，警察

官も村落社会指導員 (Bimbingan '.¥fasyarakat 

l)esa，略して Bimmas) として駐屯している。

政府は当初，村長の選学制を廃止して，彼ら

を中央政府任命の公務員にしようとしたと言わ

れるが，全国に 6万7000人もいる村長の給与の

支払いは財政的にも無理だとしてこれを断念し
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た。そしてこれまでどおり17歳以上の全住民の

直接投票による村長の選挙が実施されることに

なったのだが，その際の立候補の条件としては

まず，これまでと同じ25歳以上60歳以下という

年齢条項と．小学校卒業あるいはそれと同程度

という学歴条項の他．パンチャシラ民主主義を

信奉し，国家の利益を第”と考える人材でなけ

ればならないとされている。こういった条件を

クリアするためには，立候補に先立って，郡役

場でのスクリーニング（壽類審杏）と筆記試験

を受けなければならない（注6）。そして選挙で

選ばれた村長は，州知事の名において県知事が

任命する。

村の財政は従米村落運営経費用の農地

(tanah kas desa)からのあがりが主であったが．

新体制下では当初から中央ならびに地方政府か

ら各種の交付金が出るようになった。こういっ

た手当てや交付金の額は，制度的に定められて

おらず，当局の「さじ加減」という傾向があっ

て，これが，政府による村落社会統制のひとつ

の手段になっている。

このような村に対する統制・指導の強化は．

第1に，住民を開発体制に組み込んでいくこと

を目指している。それに加えて，村落社会の住

民を国家が考えるようなイデオロギー的な枠

（パンチャシラ民主主義）にはめ，政府＝ゴルカ

ルヘの支持をとりつけようとする意図もある。

スカルノ時代は，複数政党が村落地域において

影響力を行使していた。しかし，新体制下では

1970年に，村落地域における政党活動が禁止さ

れ，行政機関と一体になったコルカルだけが．

独占的に影響力を行使できるようになった。村

長をはじめ役人たちはすべてゴルカル・メンバ

ーであることが要求される。そのゴルカル支持

ヘ住民を動員すること，これか村落行政のもう

ひとつの大きな柱でもあったのだ。

つまり，日本の占領時代に大東亜新秩序構築

と戦争協力へ向けて住民の動員が必要だったの

と同じように，この時期は，経済的動機に加え

て，国家による住民の政治的インドクトリネー

ションという課題が再び重要な意味を持つよう

になったのである。

2. 国家と村落を媒介する組織

1979年の法令による村落支配体制が現実に定

着してきたのは，ょうやく 1980年代前半になっ

てからのことであった（注 7）。この間，国家と

村落の間のコミュニケーションを確実なものと

い住民を政府の意図する方向へ向けて動員す

るためのさまざまな運動や社会組織が村落内に

導入されていった。国家の村落住民に対する上

意 iヽ＾達の場となっているものとしては，本稿で

とりあげるクロンプンチャピルの他にも，ルク

ン・トゥタンガ（隣組）， PKK(Pembinaan 

Kesejahteraan Keluarga ;家族福祉推進運動），

カラン・タルマ（青年会），プサントレン内の

ブサントレン情報センター (Pusat Informasi 

Pesantren)などをあげることができる。

ルクン・トゥタンガは，日本軍政時代に導入

されたトナリグミの名残がずっと生きつづけて

いたものであるが，これが新体制下であらため

て再編され，重要な任務を与えられた。常会を

開いて政府からの通達を伝えたり，住民を相互

監視させるなど，基本的に統制の役割を負って

し)る 9)

PKKは，村落の婦人たちによる～“-種の生活

改善運動であるが，同時にイデオロギー的な政

治教育の役割も負っている。それまであった同

種のものを1972年に改革して全国的に画ー化し
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たのち， 84年に内務大臣令28号で整備され，今

Hの形になっている。 PKKは，メンバーシッ

プを伴う「組織」ではなく，女性の全住民を対

象とする「運動」である。内務大臣夫人を長と

し，各地域の行政官の妻を運動推進チーム

(Tim Pcngcrak)の長として，各地方政府単位

ごとに設置し，指導に峠たる。村では，村長夫

人をトップに村役人の妻たちから溝成されてい

る。そして， PKKに対して，人L」1000以上の

標準サイズの村の場合，毎年100Jiルピアの活

動補助金が政府から支給される '.ti如 8,。具体的

な活動は，ルクン・トゥタンガならびにそれを

さらに10戸ずつ分けた「ダサ・ウィスマ」(+

人組）という単位ごとに展開される c

またプサントレン情報センターは，情報省の

指碍で既存のプサントレン（イスラム熟）の中

につくられたもので，ウラマ（イスラムの学者）

を通じて，住民への指導や情報伝達を図ろうと

するものである。これもまた政府からの情報伝

達のチャンネルとして機能させようとしている

が，現実にば間報省によるウラマの把握は困難

に直面している。

アントロフ (HansAntlov)の を借りれ

ば，インドネシアでは住民の生活のほぼすべて

の局面て国家が存在する旧9)。彼はさらに，

スハルト政権下においては，政治的出来市はす

べて文化的衣をまとっており，儀礼とイデオロ

ギーを通じて政府の村落への介人を正当化して

し)るという。つまり， rukun（調和）， hormat

（内爪）， kekeluargaan（家朕上義）などとし;っ

たジャワ社会の伝統的なプラスの概念を使って，

イデオロギー的に住民を動員しているというの

である (tt111)。

またマングンウィぃャヤ (Mン angunwijaya)
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ふ現在の開発体制のメカニズムは多くの面で

日本からその手法を学んでいることを強調し，

その理由を，新体制ドのエリートの多数かかつ

て日本の支配下で訓練され，そのようなメンタ

リティーをもった人物であることに帰してい

る江Il:。

それでは具体的にいったいどのような手段と

手続きをとって，国家は住民の社会的活動の細

部に関与し， どのように住民を指導＝誘導して

いるのであろうか。以下において村落対象の情

報活動とクロンプンチャヒルを例にとり検証し

てみたいe

（；L ]） 倉沢愛子 1日本軍政ドのジャワ農村社会

の変容-阜：思社］992年第11未参照，

（注 2) 1979年の村落統治法に関しては，以ドを

参照された¥',Departemen Dalam l¥egeri［内務

省l, Himj)Im(l/1れruturunl)claksanaaIt [hdaI麿

11)／dmlg N(j.5 Ta/11111 1979 tentang l'cmerintahan 

IJ心（l[村洛統治に関する1979年度法令第5号の実施

規定集］ （Jakarta : 1988) /M  arsono, ［「ndang-

Im(ifj}lg RゅublikIndonesia N(J”()r 5 Ta/um 1979 

砂 t(I｝lgP暉 ('riIItaI,umI)¢su ［村落統治に関する1979

年度インドネシア共和国法令第 5号IUakarta : 

PT. Ichtiar Baru、1980)/ A. Widjaja, Pmzainta-

haH l)1、sa d{1n Administrasi Desa: Me11urut 

l'f1(iaIigumlan片9 A'om(99, 5 Taium 1979 l村落統

冶と村洛行政： 1979年度法令第 5けに基ついて 1

(Jakarta: PT. l{aja Grafindo l'e区ada,199:l). 

(iJ: :1 i アダットによる統治を否定したことによ

り、地方によっては村洛連営か非民主的になり，う

まく機能してし心ないことか報店されているc たとえ

は、 SardjonoJatiman, "Dari Kampung menjadi 

Desa, Studi Sosiologi Perubahan Pemerintahan 

I)氏s;cidi Kabupaten S;cimb;cis, Kalimant;cin B;cirat" 

［カンポ／からテサヘ fりカリマンタン州サンハス

県における村洛統治の変化に関する社会学的研究

I (1995勾にイントネシア大学へ捉出した博士論

文）ては，カリマンタンU)サンバスリ］ドの例をあげ

て批判してし久ぃアダットの重要竹を強調する雰囲



Ⅱ村落向けの情報政策

1998090077.TIF

’’’‘’’’"’’'＂ "’’’’’’’’’’’‘’’99,＂ •9‘’’’’`’’’’’’`’' ＂ '’’’’’’`’’’’’’’’’’’’’’’’’’•9’’’’’’’’’"’`｀ ’’’’’’’’’’"‘’'"'’"’’’’’’’’’’’’‘.,"’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’"’’’’"99’’' ＂ ’’’"’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’"’’‘’’’’’’’’’’’’’”’’’’’’’’’’’’”’’’•9’’’’’’’’’’’’’’’"’’’’’’’"‘’’’’’’"’’’’’'・，研究ノート・9 9, ..,~’’’’"'9••99’’’’’’’’’’’’’’"’’"'"’’’’’’’’’’ 

気は依然として強く，ベンクル州知事は，村長は政

府機関の長であると同時にアダットの保護者 (pem-

bina)でもある，との見解を述べている (Kompas,

Nov. 19, 1990)。

（注4) このような形の村が1992年現在で全国に

6万7033存在している。 BeガtaNasional（ジョクジ

ャカルタ発行の日 T•IJ 紙。現在は→ベルナス』と改

名）， Feb.27, 1993. 

Ji．それまて「ルラーが統治する地域」として

使われていた「クルラハン」という名称は，都市部

で「クチャマタン lの下に位置する最末端の行政機

構を呼ふ名称として使われることになった。

ところで，「デサ」や「クパラ・デサ」の訳語につ

いてであるが， H本の占領時代，これらはそれぞれ

正式に日本語で「区」「区長」とよぱれていたという

経緯はあるか，現在では-村J 「村長」と訳すり）が慣

例になっているので．本稿においてもそれに準じる。

ただし，行政単位としてのデサよりも，「村落社会」

などというようにコミュニティーとしての側面に重

きをおいた場合は「村落」を使用することにする。

またクチャマタン (kecamatan)およびチャマッ

トは，同じく日本占領時代には「村」「村長j と呼ば

れたが，本稿ではそれぞれ郡，郡長と訳すことにす

る。

（注 5) それまてジャワ 0)村落ではチャリク，モ

ティン，クバヤン，ウル・ウルなと，伝統的な名称

を冠した役職があったが，これらはみな廃止された。

（注 6) 実はこのスクリーニングや筆記試験をう

まくパスするために，立候補者が県の役人に賄賂を

贈るということが頻繁に起こっているという心たと

えば， 1990年10月30日のバンドゥンの地方紙Pikir-

an Rakyatは，似補者が1300万ルヒアの賄賂を県役

人の運転手に支払ったという試験問題漏洩事件を報

追してし、なまた，村長以外の村役人になりたいた

め県役人に賄賂を贈るということが頻繁に行われて

おり，その額は，たとえば，中部シャワのスコハル

ジョ県ては，水利の良い村の書記は1:100万ルピア，

水利の悪い乾燥した村の内記は1000万ルピアと，ほ

ほ相場が決まっているという（スマラン市で発行さ

れている新聞， SuaraMerdeka, March 6, 1993) o 

（注7) 管者自身1980年から81年にかけて 1年佑l

ジャワの複数の村に住み込んで調査をしたか，当時

の村組織はまだ旧来のものであって，変化への具体

的な動きは感じられなかったc

（注8) PKKについてはTimPenggerak PKK 

Pusat [PKK本部運動推進チームI,PKK and Dasa-

叩 'sma: An Introductory,1pproach to Enhance 

Family We伽 e(Jakarta : 1992)を参照。

（注9) Hans Antlov, Exemplary Centre, 

Administrative Penphery: Rural Leadership and 

枷 N細 Orderhz Java (Surrey: Curson Press, 

1995), p.57. 

（注10) Ibid., p.58 

（注11) :v1angunwijaya, "Some !¥otes about 

the Indonesia Raya Dream of the Indonesian 

>lationalists and its Impact on the Concept of 

Democracy among the Ruling Elites in In-

donesia,,. Paper Presented in the Conference on 

Democracy in Indonesia in the Fifties and the 

Ninties, Monash University 17-20. December 

1992. 

II 村落向けの情報政策

1. 村落向けの放送と新聞

(1) ラジオ放送

村落社会を対象とした特別な情報政策を立案

し， とりわけマスメディアの一部を村落向けに

活用する必要があるという認識は新体制の初め

の頃からあった。

その最初は，国営放送のジョクジャカルタ局

長，ストジョ・プルボヨプトロ氏のアイテアで，

1968年にこの地域で始められた「村落向け放

送ーといわれる一連のラジオ番組てあった。当

時は，政府がビマス計画（いわゆる「緑の革

命」）を熱しに推進している時期で，まずは農

業放送と銘打って，週に 1回だけ放送した。し

かしまもなく「むら興し」 (MbangunDesa) と

いうタイトルで，面週2伯I,夕方5時40分から

6時まで放送されるようになった。
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放送は村落の住民でも理解できるようにジャ

ワ語で行われた。農村開発を進めるための技術

的な情報が中心であったから，農業省や保健省

をはじめ，農村開発に関係のある各省の協力の

もとに実施された。そのために各省のジョクジ

ャカルタ地区の貨任者たちから成る村落放送育

成評議会 (DewanPembina Siaran Pedesaan: 

DSPSP) という調整機関が作られた。当時は

ジャワの村の多くにはまだ配電網が行き渡って

いなかったが， トランジスター・ラジオの普及

によって放送が村にまで人るようになっていた。

それでもまだその台数は限られており，ラジオ

のある家に人々が集まって聞いたという伍］。

放送を始めて 1年くらいたったところで，聴

取者の指導が必要だということになった。そこ

で1969年中頃，クロンプロゴ県のスントロ郡て‘

組織化の試みが行われた。 20人くらいが集まっ

ていっしょにラジオ放送を聴き，ティスカッシ

ョンをし，要点をまとめてそれを実行する．

Kelompok Siaran Pedesaan RRI（略して

Kelompok Sipedes) というグループである。つ

まり Mendengar（聞く）ーDiskusi（討論する）

-Gerak（実行する）というプロセスでの指導｀

が行われた。これは当初．農業省主導の組織で

ある「農民グループ」（クロンポック・タ

kelompok tani。農業振興や技術革新のための推進

グループで，部落単位で作られている）の活動の

ひとつとして始まった。

ラジオ放送をもとに話し合いをするという試

みは．すでに1940年代のカナダてみられ，その

後50年代や60年代にインドやアフリカの開発途

上国でも実施されていたというばii)。インド

ネシアの情報省関係者がそれらの例からアイテ

アを取り入れたのか．あるいは独自の発想によ
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るものかは定かではない。情報省の担当官によ

れば，ジャワの村落にはもともと， 35日に 1回

集まって村落0)さまざまな問題を話し合う会合

（サラセハン： sarasehan)があり，これにヒン

トを得て始めたものであるという（注 3)0

以上はショクジャカルタで始まった「村落向

け放送」の聴取者グループ組織化の試みである

か，これはやがてジョクジャカルタ以外の地域

にも広がっていった。 1969年に国連食糧農業機

構 (FAO)主催により，付落への情報伝達に関

するセミナーが，ジャカルタて情報省や農業省

の関係者を集めて開催された。セミナーの終了

後，情報省は同営放送に対し，各地方で一斉に

村落を対象としたラジオ番組を放送し，ディス

カッション・グループを組織するようにとの指

令を出したのである（注4)0 

その後1976年のパラパ通伯衛星の打ち上げに

よってラジオの電波はジャワ以外の遠隔地にま

で届くようになったため，ラジオ放送にアクセ

スをもつ人の数は徐々に増え，発足時に 1ガ

4479にすぎなかった聴取者グループは， 85年に

は4万2344グループヘと拡大した（注 5)0

ラジオによる情報を討論会の題材にするとい

う発想は，農村だけでなく都市でもみられた。

たとえばジャカルタ巾では1970年代に毎日国営

放送の番組の中で政府の情報を伝達し，それを

聞いた住民側の声を次の番組て紹介するという

ラシオ・フォーラム」という番組がやはり情

報省主導で作られた（注 6)0

(2) 「新聞が村に人ってきた」キャンペーン

(KMD) 

情報省は1979年12月に情報大臣決定をもって，

「新聞が村に入ってきた」 ("Koran Masuk-

Desa"; KMD) というキャンペーンを開始した。
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もともと識字率か低くものを読むという習慣に

乏しいこと，都市で発行された新聞を村落まで

配布することの物理的な困難などから，村落社

会での新聞普及率はきわめて低かった。そこで

情報省はまず，既存の地方商業紙に助成金を出

して，村落向け特別刊行物 (PenerbitanKhusus 

untuk Daerah Pedesaan: PKUDP)を別途発行

することを義務づけた。

これらは，親新聞とは別個の名前を付けて単

独の新聞として発行しているもの，独立した新

聞としてではなく親新聞の補足ページとして発

行しているもの，既存の雑誌の一定頁を農村向

け情報に割いているものなど， 3つの異なる形

態がある（注7)。

記事の中身は，開発のための情報のみを掲載

しているものから，娯楽や広告なとも掲載して

純粋な情報は60％程度しかないものまで，さま

ざまである。情報の内訳は罠業問題が約半数を

占めるか，残りは工業，協同組合｀教育文化，

人口問題や家族計画，宗教問題，保健衛生問題

などに及んでいるぼ8)0

このような村落を対象とした新聞の他に，ジ

ャカルタで発行する全国紙を情報省が選別して

適切と判断したものだけを買いl:.け，空輸して，

無料で村へ配布するということも行われるよう

になっfこ政府系の『スアラ・カルヤ』 (S叩 ra

Kaかa)紙，国軍系の＇「アンカタン・ベルスン

ジャタ』 (AngkatanBersenjata)紙，『ブリタ・

ブアナ』 (Berita Buana)紙，『ペリタ』

(P€lit{1) 紙，『ネラチャ，i (Ner,瓜（l)紙などがそ

の対象になっている。発行部数かもっとも多く

人気のあるカトリック系の『コンパス』

(Kompas)紙や，プロテスタント系の『スア

ラ・プンバングナン』 (SuaraPembmi且unan)紙

は，「知識人対象で村落社会には向かない」の

で，買上げの対象になっていないというのが情

報省の見解であるぽ9)。情報省としては．こ

れらの新聞は住民一般ではなく，村長や村役人

を主たる対象と考えている直1りJこ

(3) 村落社会の電化とテレビの浸透

ラジオ，新聞に比べてテレビの村落社会への

浸透は大分遅れた。国営テレビ放送 (TVRI)

は早くも1962年に開始されていたが，当初は亀

波が届く地域が限定されていた。ところが1976

年のパラパ通信衛星の打ち上げ以後．範囲は大

輻に拡大したっとはいえ， トランジスター・ラ

ジオと違いテレビは電化が進まないと付落て

の視聴は難しかったのであるが． 1980年代半ば

頃になると，まずジャワを中心に徐々に電化が

進み，電化とともにテレビは非常なスピードて

村落へ入っていった。

2. クロンプンチャピルの組織化

こうして 3つのマスメディアが村落社会に出

そろった国］＼ものの，インドネシアにおいて

は．供給されている情報量と，正確に理解され

ている情報量との間の格差がきわめて大きいと

いうことか． 1980年代の初めにインドネシアの

情報省とハワイ大学のイースト・ウエスト・セ

ンターが共同で行った調在で明らかになった。

それは，言語等の問題で理解が困難なこと．メ

ティアで伝達される内容が農村の実態とはかけ

離れたテーマか多いこと，受け手が受動的てあ

ることなどによる（注12)。

そのような状況改善のために，単に情報を送

るだけでなく，それを確実に理解させ．開発に

生かすことができるよう指導することを目的に

して．クロンプンチャピルの組織化が構想され

たのであっどこの構想はハルモコ (Harm(）・
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ko)元情報相が第 1期目の情報大臣に就任した

直後に検討され， 1984年の情報大臣決定110号

「クロンプンチャピル指針」 (Pedoman Kelom-

pencapir)によってクロンプンチャピル組織化

のプログラムが正式にスタートしたのである。

プログラムとしてのクロンプンチャピルの人

きな特徴は，政府の情報を単に伝達するという

役割だけでなく，その情報に基づいて活動を組

織し，村人を開発に参加させる，という段階を

も含んでいるという点てある。つまり，「l刷

< •読む・見る」ー「討論する」一「実践す
る」，という 3段階から成っている。そして，

情報の加工（各省の専門家の協力による），情報

の伝達（情報省のメディアを通じて），実践（村

の指導部と協））して）というステップを踏むた

め，単に情報省のみならず，開発のすべてのセ

クターを巻き込んだプログラムであるといえる。

情報大臣の決定が出たとはいえ，クロンプン

チャピルの組織化はそう簡単には進まなかった

ようてある。その普及と育成のため，情報省に

は中央，州，県／市，郡の各レベルでクロンプ

ンチャピル育成チーム (TimPembina Kelompen-

capir)が作られ，熱心な啓蒙活動が開始され

た。たとえば，クロンプンチャピルの会合はど

のように進めればよいのかをホすために，ラシ

オで，すでに組織されているクロンプンチャピ

ルの会合のようすを実況中継した｛注13)。また

情報省はその普及と育成のために， 1994年に

"Pedoman Umum & Petunjuk Pelaksanaan 

Pembinaan Kelompencapir" Iクロンプンチ

ャピル育成実施の一般的指針と指示lと題する詳

細な「指針j を出している。

情報省のデータによれば， 1996年段階で全国

で9万2100のクロンプンチャピルが曹ジャカル
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タ特別市を除く全国26}|、Iの6万5554カ村に組織

されているという（注14）。しかしその数はひと

つの村に複数ある場合もあれは反対にまだひ

とつもない場合もあり，一律ではない。たとえ

ば，バンドウン県下では1994年段階で328のク

ロンプンチャピルがあるが，それらは最貧困村

Onpres Desa Tertinggal : IDT)に指定されて

いる59の村には一つもないと報告されてい

る（注15)0 

多くのクロンプンチャピルは，中学か高校卒

程度の村落社会では比較的高い教育を受けた

人々がメンバーになっている。そのため，メン

バーには若者が多いr，また，一般のクロンプン

チャピルの他に，大学生や高校生を中心とした

もの (KelompencapirPelajar ; 1996年度の数は

全国で3120)，青年を中心としたもの (Kelompen-

capir Remaja)や，婦人たちによるもの (Kelom-

pencapir Wanita)なども作られている紅］6＼

1997年にローマで開催された国連食糧農業機

構0)年次総会においてスハルト大統領は，イン

ドネシアが食糧自給を達成できたのは，村落向

けラジオ放送や新聞，さらにクロンプンチャピ

ル(J)活動成果によるものであると述べた直l7)0

このようなクロンプンチャピルの活動は他の

開発途J:国の関心をひき，各国からの視察団が

相次いでいるが，なかでもマレーシアはもっと

も深い関心を示している。 1991年12月に情報省

が＇新聞か村を開発する」プログラム ("Koran

Mbangun Desa"; KMD。「新聞が村に入ってき

た1 と呼称されていたプログラムが， 1991年から

こう呼ばれるようになった。標語の省略形は変わ

らず，以前と同じく KMI)のままてある）に関す

るセミナーをジャカルタで開催したが，そのと

き出席したマレーシアの担当官 (Ngu Tech 
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Hua氏）がたいへん感銘を受けたのが最初だと

いわれる叩8)。その後彼はマレーシアに

Kumpulan Pendengar, Penonton dan Pem-

baca (K3P)［聴取者・読者・視聴者グループ］

と名づけたインドネシアと同様のグループを発

足させた国19)。

クロンプンチャピルの活動を支えるラジオ．

新聞，テレビという 3つのメディアの農村社会

でのその後の発展もすさまじい。 1996年現在，

住民の92％がラジオ放送が傍受できる地域に住

んでおりぼ20)，ラジオ受信機の登録台数は

5000万台にのほっている。また国営放送局の支

局の数は49局に，その他に県政府がもっている

放送局が173局ある O認 1)0 

政府の補助金を受けた村落向けの新聞・雑誌

は，プログラム開始廿時には34紙誌であったが．

1997年現在61（新聞57,雑誌4)にのほってい

る。発行部数は 1紙誌当り3500部以上というノ

ルマがあるが，実際にはほとんどの出版社がそ

れを大幅に超えて発行している。

国庫の補助金はノルマの3500部までについて

は1部当り70ルピア，総額 5億8800万ルビア

(1996/97年度の場合）が出されている（注22)。

村落向け新聞・雑誌の使用け語は61紙誌中約

半数の29紙誌がインドネシア語のみで．その他

は地方語と併用しているもの．あるいは地方語

のみのものである（注23)。

一方，テレビは1996年現在，住民の79％が視

聴が可能な地域に住んでいる。ジャワでは，多

くの村が電化されている（）村に電気が入ったか

らといって，個々の家まで4|＜ための費用は自

己負担であるから，必ずしも全世帯に電気が行

き渡ったということを意味しないが，テレビを

持たない者は持っている家に集まって見るのが

9...，9 9.,,.,．999.，● 9’’.．,＇’'，..,9,.. •9’’'9,. ．． ,99•,9..‘’’"’ぃ aか••K•‘’"＇・、研究ノート・．．．，．9 ．....”’`..,.，.‘’•• ••へ•9,..,.,...."’“'

一般的であるので，テレピを日常的に見ている

人間の割合はかなり扁いものと推定される。

1989年以後の民間テレビ局の開設により，テレ

ビ番組はさらに多様で娯楽性の高いものになり，

これが国民のテレビ購入意欲に拍車をかけてい

る。

クロンプンチャピル拡大に大きな役割を果た

しているのが． 1988年以来．毎年1回「デサ情

報週間」 (PekanPenerangan Pcdcsaan)を設定

して行われているさまざまなキャンペーンであ

ろう。この一環として．毎回場所を変えて，情

報大臣はもちろんのこと副大統領や他の関連閣

僚も出席して大規模な式典が開催され，その席

上優秀クロンプンチャピルを選ふ競技会の全国

決勝大会が行われる。郡，県／市，小卜IO)予選を

勝ち残ったグループが最後にこの全国大会で競

うのだ。

毎年場所を変えて開催されるが， 1997年度は

東部ジャワはパスルアン県下のウォノサリ村で

1月5日から 7日まで行われた（注24)。すでに

各州て選ばれたクロンプンチャヒルから代表3

名すつか参加したが，彼らはすてにこれに先立

って宜叫試験を受けている。＇麻出試験は 10項目

の質問から成り，これを所定のフォームに書き

込んであらかじめ情報省に提出してあった（そ

の質問項目は，政府がクロンプンチャピルを通じ

て住民に伝えたいメッセージの一端を示すもので

あると思われるので．その1996/97年度の筆記試験

間題を付録1で紹介する）。

クロンプンチャピルの日常の活動がどの程度

頻繁に行われているか．またそこて得た知識が

どの程度実践されているかといった調査は．す

でに郡レベルの競技会に際して詳細に情報省役

人の手によって行われており．審査に当たって
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はそのようなファクターも重視される。入賞し

たクロンプンチャピルには賞品がおくられるが．

それはテレビやラジカセなど，メディアの受信

に関係ある機器がもっとも多い。

それでは以下において具体的にクロンプンチ

ャピルがどのような活動を行っているのか．ジ

ョクジャカルタ特別小11のある村の例をとりあげ

て紹介しよう。

（注 1) Tim Pembina Siaran Pedesaan DIY 

［ジョクジャカルタ特別州村落情報育成チーム］

edit., Kenangan Du•i Dasa H~{1r.sa S切ranPedesaan 

Daerah lstimewa的gyakm1a1.968-l 988 Lジョクジ

ャカルタ特別州のテサ放送1968年から20年間の思い

出](Y ogyakarta : I 988). 

（注 2) 情報省渉外・広報局長インドラワディ氏

とのインタビュー (1997年8月5日ジャカルタにて）。

（注 3) 情報省の Penyusunan Program dan 

Laporan Iプログラム編成ならぴに報告］課長ハン

バン・スビアント氏とのインタピュー (1997年4月

8日ジャカルタにて）、9

（注4) "Kelompcncapir: Strategy of Informa-

tion Development in Indonesia''(1997年8月4且

情報省新聞指導局PembinaanPersでのインタピュ

ーの際に手渡されたワープロ打ちのレジメ。末刊

行）， p,1. 

（注5) Ibid. 

（注 6) バンバン・スビアント氏とのインタビュ

- （注3参照）。

（注7) Departcmcn Pencrangan RI［インドネ

シア共和国情報省l,LaI)／）'},（m Pendataan Penerbitan 

KMD (Koran Masuk Desa) T.{1hun 1996 I 1997 

［村落対象刊行物テータ報告 1996/97年度](Jakar-

ta: 1998), pp. 14, 29. 

（注8) Ibid., pp. 25-27. 

（注 9) ジョクジャカルタ特別州情報省事務所の

役人ガトット・マルソノ (GatotMarsono)氏との

インタビュー (1996年8月13日．ジョクジャカルタ

にて） 3

（注10) 情報省新聞指導局てのインタビュー

(1997年8月4日．ジャカルタにて）。

8o 

（注11) 3つのメディアの普及率は， 1984年段階

で．ラジオを聞く者64%．テレビを見る者58%，新

聞を読んだことのある者20％であった．というデー

タかある。 KedaulatanRakyat（ジョクシャカルタ

発行の日刊紙）， Aug.25, 1990. 

（注12) "Kelompencapir: Strategy of...," p.2. 

（注1:l) Pikiran Rakyat（バンドゥン発行の日刊

紙）， Dec.3, 1991. 

（注14) "Kelompencapir: Strate匹 of...,"p.3. 

（注15) Suara Karya（日刊全国紙）． May 11, 

1994.なお，最貧困村の基準は．道路の舗装状況．

電気や通信施設の浸透状況，学校の普及状況．住民

J)所褐水準など総合的な観点から判断し認定される。

（注16) Departemen Penerangan RI, Pedoman 

じmum & Petunjuk Pelaksanaan Pembinaan 

Kelompok Pendengar, Pemhaca dan Pemirsa 

(Kelompencapir), Serial Bimbingan Metode dan 

Program Tata Informasi Pedesaan［クロンプンチ

ャピル指導実施に関する一般的な指針ならびに指示

（村落向け情報の方法ならびにプログラム指導シリー

ズ）I(Jakarta : 1997), p. 5. 
（汁17・,17i "Kelompencapir: Strategy of..., 

rJ. ：｝ 

（注18) Pikiran Rakyat, Dec. 3, 1991. 

(if:19) インドネシアの特定のクロンプンチャピ

ルとマレーシアの特定の K3Pとの聞ては． しばしば

協力関係がもたれている。たとえば，パレンバンの

クロンプンチャピルとマラッカの K3Pとの間に協力

関係を結ぶための取り決め (MOU)が1996年11月に

締結された (SuaraPembarnan, Nov. 28, 1996)。バ

ントウン県下のあるクロンプンチャピルとジョホー

ル・ハルの K3Pとの間にも協｝Jか行われて l>る。ま

t:，1997年1月にパスルアンて間かれたデサ情報週

間に．マレーシアは担当官 3名を派違した (Suara

Kari!（1, Uec. 18, 1996)。

（注20) "Kelompencapir: Strategy of..., " 

p.l. 

（注21) Kompa,s, Aug. 29, 1991. 

（注22) Departemen Penerangan RI, Laporan 

l'cndataan Penerbitan KMD..., p.8. 

(U,23) Ibid., p.21 

（注2-ll Direktur Penerangan Daerah Kabu-

paten Pasuruan [パスルアン県恰報省事務所長］
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ed., "Pansuan Sarasehan Kelompencapir Pekan 

Penerangan Pedesaan Tahun 1996/1997" [1996/ 

97年度クロンプンチャピル競技会全国大会の記録］．

1 9 9 7. 

III ウォノレロ村のクロンプンチャピル

1． ウォノレロ村の概要

調査地直いはジョクジャカルタ市の南東約

20キロの丘陵地帯に位岡しているウォノレロ

(Wonolelo)村（人口約4000人）て，この村は

行政的にはバントゥル県プレレット (Pleret)

郡に属し，県庁からおよそ20キロ，郡役場から

約5キロ離れている。ジョクジャカルタから距

離的には近いわりに，この地域は非常に開発が

遅れ， この村は最貧困村に指定されている。

それはひとつには，道路事情が悪く｀都市部

との交通やコミュニケーションかが使だったか

らである。ジョクジャカルタからこの村へ行く

には村から数キロ手前でオパック川を越えなけ

ればならないが，ここに車両が通れるような橋

ができたのはようやく 1990年のことである。そ

れまでは竹の橋しかなく，四輪車の通行は不可

能だった。したがって，車両による交通のため

にはジョクジャカルタとグヌン・キドウル県の

ウォノサリ町を結ぶ逍路沿いにあるパトックを

経由して行かなければならなかった。このよう

に遠回りをすると，ジョクジャカルタヘの距離

は決して近くない (9

初年度の調査 (1996年）の時までは，ジョク

ジャカルタとの間を結ぶ公的交通機関はなかっ

たが，翌年2度目の調在に訪れる少し前から小

型の乗合ミニバスが開通していた それでも，

今なお村外との交通には一部の裕福な人々がモ

....』'”’’`＇゜ '’"‘”"h、"’‘",し占’’’’’S・””'•』.........,...，．，..、研究ノート・'’’“'し心"’“’’’..........,...，..，．..,．．．＇’’

ーターバイクを利用している他は，大部分が自

転車を利用している。

また，この村に電気がついたのはようやく

1990年のことであった。都市部にもう少し近い

村では，村のもともとの住民でない者が土地を

買って居住し，都市へ通勤したり，老後年金生

活をおくるといった現象かみられるが，ウォノ

レロ村のような不便なところではそれも見られ

ない。この村の居住者のほぼ9割が，この村の

出身者や婚姻等て移動してきた近隣の村の出身

者である。つまり，地理的流動性がきわめて低

く，村外からの流入者が少ない地域である。

この村を調査地として選んだのは．そのよう

に都市部との日常的なコミュニケーションが比

較的限定された地域であるため，外の世界との

間の情報の流れが比較的明確に把握でき．政府

が意図した情報コントロールが比較的よく効果

を発揮しているのではないかと考えたからてあ

る。

2.ウォノレロ村のクロンプンチャピル

ウォノレロ村にはクロンプンチャピルかひと

つだけ．プルオレジョ部落にある。この部落（こ

以前からあった「農民グループ」のメンバーが

中核になって1988年につくられたものである。

ある時情報省の役人がこの部落の「農民グルー

プ」の会合にやってきて，クロンプンチャピル

をただちにつくり，競技会 Oomba)に参加す

るようにと勧めたことから設在準備が始まった

前述のようにちょうどこの年からクロンプンチ

ャピル全国一を決める全国競技会が始まってお

り，そのために情報省としては頭数を揃えなけ

ればならなかったのだろう。

とり急ぎ` 1農民グループ」の会長であった

ポニジャン (42歳）のイニシャティブの下に，

8I 
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ジョグジャカルタ特別州

同じく「農民グループ」のメンバーであったス

ディ・シャクリ (45歳。農業のかたわら，自宅で

スポンジ菓子製造の小さな工場を運営。また農産

物や家内工業製品を集荷して村外へ販売する小口

の伸賣入としても活躍）を会長としてクロンプ

ンチャピルを仕立てあげ，競技会に参加した。

にわか作りの組織であったが，県大会でJuara

Harapan II（今後の活躍に期待するという趣旨

で出される敢闘賞のようなもの）を獲得した。お

そらく，この新しく生まれたクロンプンチャヒ

ルにやる気を起こさせるために初めから情報省

レベルでお膳立てされていたことなのだろう。

クロンプンチャピルはいずれも固有の名前を

もっている。この村のクロンプンチャピルは

「マヌンガルJ (Manungal ;“自立”の意）と名

づけられた。

こうしてクロンプンチャピルはできたが，そ

の後の活動は必ずしも活発ではなかったようて，

1995年5月に役員の入替えがあり，これ以後よ

うやく本格的な活動が行われるようになってき

た。

役員は会長以F14人，その内訳は顧問 2名

（村長と部落長），後見人2名（部落の長老格の人

82 

物で 1人ぱマドラサ〔イスラム系学校〕校長），会

長，副会長2名，会計2名，書記2名といった

全般を司る役職と， 3つのサプ・グループ（部

会）のそれぞれの部会長である。ラジオの聴取

者グループ（以下，ラジオ・グループ）は I君

(33歳，開発短大卒）が，テレビの視聴者グルー

プ（以下，テレピ・グループ）はB君 (24歳，高

校卒）が，新聞・雑誌の読者グループ（以下，

新聞グループ）はR君 (23歳，畜産短大卒）が部

会長を務めている。

いすれも比較的若くまだ独身で，しかも比較

的高学歴なのが特徴である。 I君はジャクジャ

カルタの短大を卒業したが定職がなく，初年度

の調査の時 (1996年）には古いトラックを使っ

て村で運送業をやっていfこ翌年調行に訪れる

と，村の財政担当役人になっていた。彼はもと

もとこの村の役人を務めた長老の息fで，長兄

は現在村の書記をしている。また新聞グループ

の部会長R君も，ジョクジャカルタの畜産短大

の養鶏科を出たが職がなく、村にもどって養鶏

場を経営している。

14名の役員の他に一般のメンバーか21人おり，

彼らは 3つのクループのいずれかに属している。
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メンバーの学歴も，一般的に高く，たとえば，新

聞グループでは書記が工業高校卒，メンバー 5

人のうち 1名は師範学校卒， 2名が中学校卒，

1名がMAN（高校レベルのマドラサ）卒，残る

1名が小学校のみの卒業であった。

ウォノレロは貧しい村ではあるが，どの家庭

も教育には熱心である。それはおそらく 1980年

代になってようやく家族計画が成功し， l家族

あたり子供は 2人という形が定着してきたこと

と関係あるだろう。つまり，少なく生んで，大

切に育て，できるだけ高い教育を受けさせたい

という風潮が出てきたのである（注2)C

この村で受信できる村落向けラジオ放送番組

のうち，もっとも歴史が古くまたポピュラーな

ものは，毎週 2回夕方20分間国営ラジオ放送

(RRI)のジョクジャカルタ局から放送される

「むら興し」である。その他に，「午前11時-

(Wisan Nggawe), 「村から村へ巡回」 (Ngang-

Jang Pedesaan), 「わが村を開発する」 (Desaku

Membangun)などの番組が作られている。ま

た，国営放送の他にコタ・グデの Mataram-

Buana Suaraという民間放送局からも農村向

けの番組が放送されている（注3)0

テレビの場合は，国営テレビ放送 (TVRI)

のジャカルタ局からの全国放送と，ジョクジャ

カルタ局からのローカル放送の双方で農村開発

関係の番組か放映されている。全国放送は毎日

夕方6時15分から15分間ずつ行われている。

ジョクジャカルタ局発の番組としては，月に

1度土曜日の夜 7時30分から30分間「むら興

し」と題するジャワ語の寸劇をやっている。村

落社会によくありがちなさまざまな問題をヒゾ

クアップして， LimaSekawanという劇団の

俳優が演じる<,5人のレギュラーの登場人物が

農民たちか抱えるさまざまな問題を巡ってスト

ーリーを展開するが，キャラクターのおもしろ

さもあって， この番組は非常に人気が高い。ウ

ォノレロ村のテレビ・グループもこの番組を見

ることがもっとも多いという。他には同じく月

に1旧「農民の見解」 (WawasanMitra Tani) 

と題する一種のドキュメンタリ一番組がある。

これぱレポーターが特定のトピックで農村での

実態を取材し，そののちにスタジオで専門家が

解説するというものである。「よりよい明日を

築くために」 (MenapahHari Esok) と題する

報道番組もあり，この 3つがレギュラーである。

その他に，開発に成功した各地の村や優良クロ

ンプンチャピルを紹介する番組などもあ

る（江I)o 

次に新聞・雑誌であるが，ジョクジャカルタ

の場合，「新聞が村に入ってきた；プログラム

に韮づく印刷メディアとしてはつぎの3紙誌が

ある。

(llクダウラタン・ラャット新聞社が発行する

ジャワ語新聞『コンド・ラハルジョ』 (Kandha

Rahmja.幸せなおしゃべりの意）， 1982年創刊，

毎週 1回金曜日発行， 4840部発行。丁寧語では

なく．下位の相手に対して使われる ngokoと

いうジャワ語を使用している。

(2)ジャワ語週刊誌『メカル・サリ』 (Mekar

Sari), 1995年剖刊，毎週 1回8000部発行。雑

誌の半分は一般向け．残りの半分が農村向け．

(3)ジャワ語の週刊誌『ジョコ・ロダン』

(Djaka Loda"；；），発行部数1万5430部，当初日

刊商業紙のブリタ・ナショナル社が発行してい

たか1990年から独立した。

配送ルートは，まず各郡にある代理店まで新

間社の車で配送し，そこから各付の代理店出張
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所 (sub-agent)に配達される。「新聞が村に入

ってきた（現在は“新聞が村を開発する”)」プロ

グラムに基づいて刊行される新聞の販売価格は

1部100ルピアである。それに対しては．情報

省から上限最高3500部分まで， 1部当り70ルヒ

アの補助金が出る。『コンド・ラハルジョ』は

すでに自立できると判断されて， 1991年以来補

助が打ち切られているは5)。

ウォノレロ村には．実はあまり←新聞が村に

入ってきた（村を開発する）」プログラムの新聞

は浸透しておらず，クロンプンチャピルのメン

バーたけが読んでいる程度であった。ちなみに

ジョクジャカルタでもっともポピュラーな一般

商業紙『クダウラタン・ラャット』（発行部数

15万部。小売価格 1部750ルビア）は．その63%

がジョクジャカルタ巾内で． 5~10％が近隣(J)

農村部で購読されているという。まとまった数

の購読者がいる村へは毎朝新聞社の車で直接村

の配達人の家まで配達されるか（クダウラタ

ン・ラャット新聞社でのインタヒュー， 1996年8

月15日）， 97年 8月現在ウォノレロ村では購読

者がわずか7軒しかないため，村の住民の 1人

が自分の商いとして什入れ，配達をやっている。

彼は鉦朝，ジョクジャカルタ市の南部にあるコ

タ・グデの代理店まで新聞を仕入れに行き，ゥ

ォノレロのみならず近隣の村々も含めて約75軒

に配逹する（注 6)0

月間購読料は 1万5000ルピア（調査時のレー

トで約750円）であった。その他グミラルという

名の青年会が，毎週 l同日曜日に発行される一

般紙『ミング・パギ』 (MingguPa,）を共同賦

入して村内の掲示板に貼っている。また情報省

の費用で村に寄贈される中央紙としては．以前

はゴルカル系の『スアラ・カルヤ,,(Suara 
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Karya)がきていたが，現在はイスラム知識人

協会系の新聞『レププリカ』 (Rゅbulika)が人

ってきている。また，村の国立小学校では教員

のために独自に『スアラ・カルヤ』を購読して

t'る。

1995年7月から96年6月までの 1年晶りのクロ

ンプンチャピルの活動記録を見ると，採用した

記事24件中19件（約80%）がジャワ語週刊誌

了ジョコ・ロダン』からであった。残りの2件

が『コンド・ラハルジョ』から，さらに 2件が

『ミング・パギ』から，残りの 1件だけがジャ

カルタ発行のインドネシア語の全国紙『スア

ラ・カルヤ』からとっていた。

ウォノレロ村では，毎年7月から次の年の 6

月までをクロンプンチャピルの活動年度として

いる（この区分を 1年としているのは，競技会の

ために活動記録を提出するのが7月であるためて

ある）。 1995年7月から96年 6月までの 1年間

の活動記録をもとにその詳細を分析してみよう。

毎月 7日にまず各部会ごとに集まりをもって，

それぞれがメディアを通じて入手しだ情報をも

とに討論会を行った。そしてその 3日後に全体

討論会が開かれた (1996/97年度は， 1週が5日

から成るシャワ暦と， 1週が7日から成る西洋Itf

の組み合わせで35Hに1回おとずれるスラサ・ク

l)オンの日に全体討論会が開かれるように変わっ

ていた）。

全体討論会は通常．この村のクロンプンチャ

ピルの創始者であり，その後はプルオレジョの

部落長になっているポニジャンの家で夜8時か

ら約2時開かけて開かれるこたまたまズティ・

シャクリ会長の家とポニジャンの家は，道路を

隔てた向かい側である。

会合には， この村のクロンプンチャピルのメ
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ンバーの他に，その時の討論のトピックに応じ

て関連官庁の役人や軍人などが出席する。また

ほぼ必ずといっていいほど，郡の情報官 (.Juru 

Penerang:略して .Jupen)か同席して¥)る。情

報官というのは，情報省に属する役人で、県や

郡の役所に配属されてその地域の特定の村を担

当し，農村開発の指導においては非常に菫要な

役割を果たしている。彼らは住民に政府からの

情報や指示を伝達することをその任務としてお

り，日常的には，村から村を回って現場で仕州

をしている。村々を同って指導に冴たる役人は，

農業省，保健省など他の官庁からもたくさんく

るが，それらは主として技術的な指導を行う技

官が中心であるのに対して，情報官はむしろ政

治的，イデオロギー的な指導を行う c その意味

でその役割はいっそう屯要である "t7)0

クロンプンチャピル討論会の出席者はこうい

った来賓をいれて毎回約30名て，ほほ一定して

し)fこ。

会合は，まず会長が「慈悲深く慈愛あまねき

神の名においてーというバスミラ (basmil-

lah)を附えたのち，全員が祈認することによ

って始まる。内叫が前回の討論叫録を訛み tげ，

その後それそれの部会から討論0)成果か発表さ

れる。ひととおり討論が終わると、来賓による

1指導」が行われる。これが実はもっとも屯要

な部分なのである。その日の討論の内容に関係

した 1指導」もあれば，まったくそうてないも

のもある。討論に関係したコメントは，たとえ

ば、悶業問題なら郡から派逍されたマントリ・

タニ（農業指導員）が行う。政府やコルカルか

らの Iお知らせ 1(!)類ば情報lゎfか伝える。たと

えば情報官が，開発におけるクロンプンチャピ

ル（ラジオ・新聞・テレピの各グループ）の役割

について論じたり， 1997年5月に予定されてい

た総選挙についての指溝を行ったこともあった。

1995年 7月から96年6月までの 1年間に全体

会議に提出して討論された議題を巻末｛付録

2) に添付したのて参照していたたきたいr，年

間を通して討議された37の議題は，農業，畜産，

魚の養殖，保健衛生，環境保全など広い分野に

わたっている。うち26が畜産や養殖も含めた広

義の農業関係， 7つが保健・衛生関係，他の 4

つが，移民，都市化への対処，肯年団の役割，

貯裕問題などであったJ

クロンプンチャヒルはもともと「農民グル

をベースとして始まったこともあり，農業

問題はやはり中心的な関心出のようてある（時

局に則したトピックがとりあげられることもしば

しはあり，たとえは， 1997年8月に開かれた）j例

会では，カリマンタンやスマトラの山火事か周辺

諸国に煙害を与えていた時期であったので、テレ

ビ・グループから火事の原囚1こなるようなタハコ

U)火やコミ焼却の際U)後始木に関する注意か喚起

された）っ

われわれが第 1回Hの調杏に訪れる少し前

(1996年7月）に行われた競技会で，ウォノレロ

村U)クロンプンチャピルはバントゥル県で2位

に選はれた。 1989年のクロンプンチャピル創設

以来この地区を担当していた郡レベルの情報官

I ンヽノヽ ン氏は， 96年に県の配属となったか， ウ

ォノレロ村の関係者は，彼は自分の担当するク

ロンプンチャピルか県の大会て人貨したため，

その功紐を認められて昇進したのたと噂してい

るG

（注 1) この調社は1986年8月と， 87年8}lu) 2 

回に分けて，名古屋大学国際開発研究科の洵外実地

研修u)一環として，メティア研究者内藤耕氏ととも
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に，また 2年目は文化人類学者小池誠氏も参加して

行われた。その後1998年8月にも 3度日の調査を行

ぃ，その成果を校正段階て一部挿入した。クロンプ

ンチャピルに関しては，役員たちとのインタピュー

による。その他この章のデータは特に明記しない限

りすべてこの村での観察ならびに聞き取りによる，

なお，この調査実施に際してはカシャマダ大学政

治社会学部にお世話になったことを明記し感謝の意

を表したい。

（注 2) 村落社会における家族叶画に関しては，

拙稿「女性にとっての開発一ーインドネシアの家族

福祉運動の場合一ー」（『開発と政治』岩波講挫開発

と文化6 1998年） 103~123ペーシを参照。

（注3) 50 Tahun RR! Yogyakarta Mengudara 

1インドネシア共和国放送ショクジャカルタ局50年

史l(Yogyakarta: 1995). 

（注 4) 国営テレビ放送 (TVRI)シコクシャカ

ルタ屈て村落向け番組の制作を担甘しているシギソ

ト (Sigid)氏ならびにアグス・キスマディ U¥gus

Kismadi)氏とのインタビュー (1997年8月16日）し

（注5) Departemen Penerangan RI, l,apo1加

IヤndataanIヤnerbitanKMD..., pp.76-78, 94らな

らびに『コンド・ラハルシ 3』紙編集長スワリュン

(Suwariyun)氏および同編集者のラキマン (Ra-

kiman)氏とのインタビュー (1997年8月1(）ti)に

よる。

（注 6) この村に新聞を配達してし 1るトゥリ・ト

ゥンガル (TriTunggal)氏とのインタヒュ

(1997年8月21日）によふただし、舒済危機後の

1998年8月に再度調荏した際には=クダウラタン・

ラヤット』の購読者は5軒に減少してし吠こ

直 7) シャワの村落ては，従来官吏たち I)）キた

る出身階／習であるプリアイ出l'lの者か村洛に足を踏

み人れるとし Iうことはまれてあり｀何か必要かあれ

ば， H長を郡役場まで呼び出すI))か常てあった， 1i

本0)占領期から徐々にこの因習か打ち破られ，プ IJ

アイも村洛に足を踏み人れるようになったか，新休

制ドてはさらにその頻度か増してし，る 1虫立後は仏

統社会の身分制か崩れ，官吏の出身階府もも様化し

たとはしヽえ，村よりも上部の世界の者，つまり都会

に｛主む者か村に赴くことを称して，今なお turun

desa（村へ飛び込む）とかmasukdesa（村に人る）
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なとという大げさな表現を使うことが多いc つまり，

今なお一線を越えてまったく異なる世界へ行くとい

う意識が窺えるc そんな中で書情報官やその他の政

府役人か毎日のように付落へ足を跨み入れるという

ことは，心理的にかなり重みのあることであると思

われる。

おわりに

以に国家が村落社会に対して実施している

情報政策と，それを通じて住民動員を行う試み

についてみてきた。 r国家」と←村落」の関係

を歴史的にみてくると，常に前者が後者に対し

て影響力や圧力を強化してゆくプロセスとして

みることができる～その時々の政権の性格や目

的とするところに応じて，その圧力の形態や強

弱は異なっていた

「政治的安定」と「開発」を旗印に登場した

スハルト政権は，村落における政党活動を締め

出すとともに，開発政策のスムーズな実施と与

党ゴルカルヘの支持の動員を目的として，村落

への介入政策を開始した。それは1979年の村落

統治法により明確にされ、それを支えるために

80年代前半に次々に創り出された斬新な制度や

組織に裏打ちされて実体化されるようになった。

本稿では，スハルト政権が行った村落対策の

うち令 じ意下達の効果的方法として考案された

クロンプンチャピルを中心にみてきたもクロン

プンチャピルはラジオ・新間・テレビとし、うマ

スメティアを使って村落の住民に情報を与え，

それに基ついて討論させ，その成果を実行に移

させるというアイデアのもとで組織された住民

グループである。情報省が，一般（都市）向け

のメティアとは別に村落向けの特別な放送番組

や新間など村洛向げ情報メディアという特別な
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カテゴリーを考案したこと自体は，きわめてユ

ニークな発想であった。しかし，クロンプンチ

ャピルのメンバーたちは．メディアを通じて政

府からの情報をキャッチすることにどれほど積

極的に取り組んでいるのだろうか。また村落地

域で果たしてどれほどの人たちがこういった村

洛向けの番組を見ているかということは疑問と

して残った。

ウォノレロ村では，クロンプンチャピルのあ

るプルオレジョ部落はたまたま山の上の方にあ

るので，テレビのどのチャンネルも鮮明に映る

が．村役場や村長宅，あるいは付の書記の自宅

などを含む低地では，電波障害のために国営テ

レビ局の放送が映らない状態である。したがっ

て．せっかくの村落向け番組はすべて見られな

い。にもかかわらず，彼らは特にそれに対する

措置をあえてとろうとはしていなかった。

民間テレビ局が5局も開局した現在，国営放

送の番組はどうしても押されがちである 3 とり

わけ村落向け番組は，内容がよほど魅力的で娯

楽的要素かないと．なかなか視聴率はあがらな

い。そのため，芸術家や文化人も登場させ．伝

統芸能であるクトプラ (ketoprak)や芝居

(sandiwara) も活用し，物語のテーマの中に政

府のメッセージを盛り込むなどの試みがなされ

ている。たとえば “modernisasidesa" ！デサ

近代化］の歌のように特別村落向けに歌を作っ

たり，道化（漫オ）も活用されている。それで

もなお，娯楽性という意味では民間テレビ局の

番組には及ばない。

また，仮に娯楽性を競うのは意味のないこと

だとしても，ラジオ・新聞・テレビで農村開発

向けに提供されている情報は，農村のニーズに

本当に合ったものであるかどうか，放送担当者

や新聞の担当者が，村落社会の実情を本当に把

握しているかどうか，といったこともしばしば

問題になっている（注 1)。

結局，村落向けの情報番組は視聴率も低く商

業的にはまった＜ペイしないのだ。そういった

こともあって，国営テレビ放送のジョクジャカ

1レタ局では，現在村落向け放送担当者が4人し

かおらず，予定されている番組をこなすのは極

めて厳しい状態だということであった（注 2)。

またウォノレロ村には農村向けの新聞・雑誌

も継続的に入ってきていなかった。それを日常

的に読んでいる人はほとんどなく，また一般紙

も購読者がわずか7世帯である。クロンプンチ

ャピルのメンバーだけが，義務感から最低限の

メディアを活用して会合を開いているのではな

いかという疑問を免れなかった。

情報省は，報道機関に対しても，また村落の

住民に対しても常に叱咤激励し続けなければな

らないのが実情のようだ。海外からもこの試み

が注目されていることは事あるごとに強調

し（注3)，また，村落情報週間の大会は，情報

大臣はもちろんのこと，副大統領や他の閣僚も

出席して華やかに行われ，その模様はテレビ中

継される。全国一を決める競技会では，政府が

その年に重点的にてこ入れをしたい地域などを

上位に入費させてその地域の住民の関心を引く

というような政治的判断かなされているのでは

ないかと思われるふしもある。

ところで．以上見てきたように，これらの施

策は従来からも常に情報省が意識的にネジを巻

き続けな（ナればならないような状態にあったの

だが，それだけに，ちょっとした政治変動の影

響を受けやすい脆弱性がある0

しかし，政府にとってクロンプンチャピルの
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自発性はさほど問題でないのかもしれない。そ

のもっとも大きな効用は，その定期的な会合の

場を利用して，住民に直接的かつ「適切な」指

導ができるということであろう。これらの会合

には，必ず村役人、村に駐屯する軍人，情報官，

あるいは郡の関係者などが同席して，会合を背

後から「指導」するようになっている。そして

技術的な指導の傍らで，必ず政治的，イデオロ

ギー的な指導が行われているのである。このよ

うなとき，インドネシア語では“ ' mem1mpm 

ではなく， “membina"とか “membimbing"

という用語が使われる。いずれも「指導」を意

味する日葉であるが，前者が一方的，強圧的な

イメージを持つのに対して，後者はどちらかと

いうと「育成」「養成」といったニュアンスに

近い。まだ「十分成熟していない」 (masih

bodoh)者たちに，かたわらから手を差し伸べ

て補佐するという意味あいてある。

また情報官を通じて伝達されるメッセージに

ついては， ‘‘pesan"［伝言・注文lという言葉

が使われる。たとえば，レストランで食べ物を

注文することも ‘‘pesan" という。これは単な

る「伝達j ではない。相手が注文の内容を実行

してくれることを期待している。実はトップ・

ダウン方式による開発なのであるが，それをで

きるだけ，民の側からの自発的発案であるかの

ような，つまりボトム・アップ方式による開発

であるかのような体裁をとろうとしているのが

窺える。そこでは表向きは「強制」ではなく，

「プリンタ・ハルス」（上品な命令），つまりそれ

と気がつかぬうちにその気にさせてしまう，一

見おだやかではあるか，実は打無を言わせず

人々を従わせる命令という意味を持っている。

これが新体制下の村落政策の最大の特徴である C9
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ところでこの調査を実施しながら筆者があら

ためて痛感したのは，マングンウイジャヤが指

摘しているように，日本の占領期との驚くほど

の類似性である。もちろんテレビという近代兵

器を活用するクロンプンチャピルなどは、その

表現形態においては新しいものであるか，日本

の占領時代にも視聴覚に訴える宣伝メディアは

重視された（注4)0

その他の政策も一見斬新ではあるが，しかし

たとえばコンダンカイ（懇談会）と称する話し

合い(/)場を頻繁に用意して，政府の役人が臨席

して上怠下達の場としたのは現在の会合 (per-

temuan)方式と類似している。その他各種の

専門分野でシドウイン（指導員）を蓑成して派

遣する制度，あるいは職業グループ別の研修会

や競技会の開催など．その基本的姿勢，基本的

手法においては多くの共通性が見いだされるの

である。日本時代にはこれらを―宣撫工作」と

呼んだ。現体制はこれを村落情報活動」

(Pene-rangan Pedesaan) と呼ぶ。

いずれも．為政者の意図する方向へ住民を動

員するという基本目的が共通であるから，類似

点がみられるのはむしろ当然のことで，マング

ンウィジャヤのいうように，現政権の為政者た

ちが日本時代の効果的な方法から何かを学んだ

としても，まったく不思議てはない3 独立後の

情報省は日本が占領期においた軍政監部宜伝部

の後身てあるという機構上の連続性ひとつをみ

ても，それは単なる偶然ではなかったのではな

いかと考えるのである（注5)。

1997年5月の総選挙の直後，与党ゴルカル総

裁でもあったクロンプンチャピル0)削始者ハル

モコ情報柑が突如更迭され，このことかその後

のクロンプンチャピルの活動を鈍らせていると
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いうことを， 2回目の調査時 (1997年 8月）に

耳にした。つまり，クロンプンチャピルは彼0)

個人的な好みを反映したものと受け取られてお

り，村落部では，後任の情報相かとのような態

度に出るが情勢待ちだというのてある。例えば，

ウォノレロ村にはこの年の競技会についての通

知等がいっさい米ていないということてあったり

競技会は，例年は 6月頃から，県の情報省の役

人が村を訪れてH頃の活動の記録を調べること

から始まる。

さらに1998年 3月に追加調杏を行った際には号

深刻な経済危機の中で，多くの新聞か紙代の似i

騰のために休刊やページ数の削減を余儀なくさ

れており，そのしわ寄せは，村落向け新聞に対

してもっとも深刻な形で現れてしヽた。例えばシ

ョクジャカルタの『コンド・ラノヽルジョ j は1

月16日をもって休刊に追い込まれていたいまた

例年 1月の第1週に副大統領や情報大臣列席の

もとに大規模に開催される村落情報週間のう也

のh事も， 1998年度は取りやめになり， 2月に

なってからクロンプンチャヒルの競技会たけか

ひっそりと開催されたということてあっ

そして1998年 8月の調任段階てふ過去半年

あまりウォノレロ村のクロンプンチャヒルは活

動を中断しているということてあった。新政権

の行方を見定めてから、 とt)うこと i})ようてあ

る。

今回の調在は，政府の村落情報政策とクロン

プンチャピル0)概要を把握するに止まった。そ

の評価に l½l しては，この流動的な現在i})政治・

経済情勢を紆て今後あらためて調在を打う］巧t

である(,

’’‘‘’" 9．吋＂＂ 9 ， d“~9 、、 9 り~99. d’'"’’"』9’̀’’’,49`“n,’’’叫砂·ヽ，~研究ノート，’＇＂’’』』凸9" 冑'’』 9.’` ＂’’'"』 9 』9'’”’’`‘ 』 9 』'‘’

4)参照） 3 

（注 3) たとえふこの調査のためにわれわれか

情報省を訪れるとそれか国営テレヒ放送のニュース

て報道され，ジョクジャカルタの Kedaulatan Ra-

kyat社を訪れるとそれか記事になると＼ ＼うふうてあ

，．）たし

（注 4) 当時：ょ，宣伝用映画をたくさん制作して，

移動映け隊が村々を巡同して住民に見せるなとJ)努

力か払われに詳細は倉沢愛了一了日本車政下のシャ

ワ農村・・・・□ 第6章参照c

｛注 5) スハルト体制期の統治システムと日本占

領期のそれと J)類似性につしパては以下の拙論を参照

されたしピ なせス］、ルト政権は32年も続¥)たのか

イントネシアにおける日本軍政の影 ー(]叶中

央公a釦 1998年8月砂） 9（）~100ページ

（慶応礼塾大学経済学部教授）

〔付録 1〕

クロンプンチャピル全国競技会ての質問 (1996年）

(SM(lla k(l打a,Oct. 18, 1996より）

1: ープルタ:ノ・ク／チャナ」 (PertasiKencana) 

か目指してしヽるものは何かe またし入つそれは祝

質されるか。

(2) 2つり）種類の移仕政策 (transmigrasilを述

ヘ，そJ)違いを説明せよ 3

13 伝統的な方法てお金を蓄えるよりも銀行に栢

ける利ルを 4、1はあ：ナよ c

4I 幅祉家族の実現におしヽて家族の 8つの役割か

あるか，そU)うちあなたか知ってし＇る家族の役

割を0)べよc

ふ 1 ;，り潔な水」 (air bersih) と 健康な水J

(air sehatl v)迎し)をのぺよ

：（う1 Eemitraan Usaha（事業間の協力Jて目的と

して t)るところは何か",

:7: 付洛社会J)知識と技能を向上させるに際して

政！｛よ；fぱ K¥II)（祈間かデサに人ってきた Jj祖

動）の活動に補助金を出して地iji))新間を発展

させる努力をしてし)る,KMIい） d)フル・ネーム

: :J: 1 i i]力しく`

(ii: l) KomWIヽ． l990年10)l251 I付 ［＆ 統選学を行う ll的は何か

(ii:2) シキット氏とのインタヒ、L - （第1[［節(ii" ifJ， 総選学U)準備をするJ）は誰かや
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(10) 1997年の総選挙0)参加者になる 0)は誰か。

〔付録 2〕

ウォノレロ村クロンプンチャピルの討論項目

〈1995年7月lOH〉

l. 水溜場を作ることによって汚水を溜めること

2. 胡瓜の有効利用

3. 2歳までの乳児に母乳を与える件について

〈1995年8月10H〉

1. ジャヘ・ガジャという種類の生姜の栽培

2. ランブータンの植え付けと肥料の培蓑につい

て

3. 農作物への農薬の正しい散布について。凧，

時期，目指す箇所なと

〈1995年9月101l〉

1. ピーナッツと堆肥の活用につtlて

2. ヨンドック病を減らすためにヨートを含んた

塩を使用する件

3． 汚水を活用してなまずを蓑殖する件

4. 籾の正しい乾燥の仕方について

〈1995年10月101l〉

l. 水利の良くない土地ての個人経営の効率的な

廿I,・!!：栽焙

2. 健康水準向上に際してのポス・ヤントゥ（民

間保健センター）の役割

3. 汚水を活用してなまずを養殖する件

〈1995年11月10fl〉

l. ゴミ問題への住民の注目について

2. 定期的に椰f•の木に肥料を施すこと

3. 家畜の飼料を十分供給するための IINIT

1. 籾U）正しい乾燥の仕方について

〈 1995年•12 月 10 日〉

1. 地鶏の集約的な飼育
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2. 蜜柑の害虫駆除

3. 家畜の飼料を十分供給するための HNIT

〈1996年1月10日〉

1. 穴を掘って土と堆肥を埋めて接木する方法て

の蜜柑の栽培

2. ラオス（生姜の類）の活用

3. 大豆の栽培

〈1996年2月10H)

1. 環境保全のためにきれいな水の水路を作る件

2. 国内移民政策について

3. マンゴの木の皮をゆでた水てうがいをして歯

痛を直す

4. 米以外のあらゆる食糧について

〈1996年3月10日）

1. デング熱とボウフラの巣の退治について

2. 貧困家庭の家に床をはる件

3. 恙の病虫害とコレラを除去する

4. 環境清掃0)ための勤労奉仕

〈1996年l月10日〉

1. 都市化（人々の都市への流出）への対処

2. カチャン・プロル豆と大豆の葉につく害虫

3. デング熱

〈1996年5月10［か

1. カラン・タルナ（村年団）における若い世代

()）役割

2. 錠剤の尿素肥料と SP360)利用

3． カンクン（槃野菜の一種）の栽培

〈1996年6)]10日：）

l. 住民福祉貯金 (tabungankcscjahtcraan ra-

kyat）ならびに， IDTプログラムを通して仕

民の福祉を1;ij卜させることについて

2. 肥料について

ふ 酋嶋とりわけ，ひよこの飼育
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